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木版刷チベ ット文献中の文字特徴抽出

小島正美 ・秋 山庸子 ・川添良幸 ・木村正 行

1.は じめに

我々は既に影印北京版西L蔵大L蔵経:[文 献1]を 例 とした木版刷チベ ット文献の

自動認識について報告してい る[文 献2]。 この研究により,誤 認識の多 くは出

現頻度の高い類似文字であることが分かってお り,そ れらに推論のアルゴリズム

を適用する事により,認 識率の向上を図って きた[文 献3]。 本論文では,文 字

認識の実用 レベルである認識率99%の 達成を目指し,木 版刷チベ ット文字の特徴

を抽出すること,お よびその結果に基ず くオブジェクト指向プログラムの検討に

ついて述べる。

2.文 字切 り出 し

本研究においてこれまで認識対象としてきた影印北京版西蔵大蔵経の冒頭部分

を図1に 示す。一般的に,文 字認識を行 うためには行切 り出しを行い,切 り出し

た行から文字切 り出しを行 う。・図1に 示す様に,文 字同士が蔵複雑に重なり合って

いるために,縦 方向射影による単純な文字切 り出し法は適用できない。そ こで,

従来の方法では切 り出せない文字に対する処理 として,チ ベ ット文字の横棒(主

要水平線:MHL)よ り上部に存在す る母音を分割し て,下 部に存在す る文字は単

純に縦方向射影による切 り出しを行った。この方法により切 り出し対象 とした基

本子音3517文 字中2852文 字が1文 字切 り出しが可能で,そ の割合 は81%と な っ

た。切 り出しが出来なかった繋が り文字のほ とんどは2文 字繋が り文字である。

また,こ こで取 り扱っているチベ ット文字は1音 節単位で構成され,そ の単位

は図2に 示す様に基字,付 頭字,付 足字,前 接字,後 接字,再 後接字,母 音記号

の7種 の要素から構成される。そのため,チ ベ ット文献中に表れる文字を表音記

号化するためには,1文 節の切り出しからさらに1音 節の切 り出しが必要となる。

この場合図3に 示す本来の1音 節切 り出しのための区切 り点を検出して,そ の後

1音 節の切 り出しを行えば良い。しかし,図1に 示す様に本研究の対象 となる木

版刷チベ ット文献においては,区 切 り点が文字に付着したり,墨 によるノイズと
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の識別が因難なため,区 切 り点だけによる1音 節切 り出しが因難である。

この様に,木 版刷チベット文字の自動認識を行う場合,チ ベ ット文字の構造上

の特徴を考慮する必要がある。1音 節文字の切 り出しのためには,前 節で述べた

様にチベ ット文字の1音 節を表示している区切 り点だけでは,1音 節文字の切り

出しを行 うことは出来ない。そこで,チ ベット文字それぞれをオブジェクトと考

図1北 京版 チベ ッ ト大蔵 経の中の正法白蓮華経 の冒頭部分

図2チ ベ ッ ト文字 の1音 節構成 図3チ ベ ッ ト文字1音 節表示の区切 り点
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え,オ ブジェクト間の文法および構造関係から,1音 節構造を推定して切 り出し

を行 う方法を現在検討している。

3.文 字特徴抽出

基 本30子 音 の出 現 頻 度 を 図4に 示 す 。 図4の 横軸 は 文 字 の 出 現 頻度 の 多 い 字 種

を 順 に 並 べ,縦 軸 は そ の 頻 度 を 表 す 。 字 種 の違 い に よ り,そ の 出 現頻 度 が 極 端 に

異 な る 。 任 意 の基 本 子 音3517文 字 中 出 現 頻 度 が100を 越 え る文 字 は"ga","na!",

"da"
,"na","pa","ba","ma","sa","ha!","ra","cha"の11文 字 であ る。

こ こで"!"は 鼻 音 を 表 す 記 号 とす る。 これ ら の 中 の9文 字 はそ れ ぞれ3種 の 類

似 文字 群 に 分 類 で き る。 す な わ ち,類 字 文 字I群 は"ba","pa","ha!",類 似 文

字 皿群 は"ma","sa",類 似 文 字 皿群 は"da","na","na!","ra"と な る。 こ

の他 に も数種 の 類 似 文 字 群 が 存 在 す るが,類 似 文 字I,皿,皿 群 と比 較 して 出 現

頻度が極端に少ないので,ま ず これら

の類似文字1,II,皿 群に注目す る事

にする。

我 々はこれ まで木版刷チベ ット文献

中の文字認識を行 ってきている。木版

刷チベ ット文献の文字 自動認識は,ま

ず文字の形を表す ラン ・レングス法 と

重ね合わせ法 とを併用して行い,こ の

認識手法では特定できない類似文字に

対しては第1位 ～5位 までの候補文字

から第1位 の文字の推論を行 う2段 階

法により行ってきた。その結果,北 京

版大蔵経2～82頁 中辞書文字 として使

用した297文 字に対す るクローズ実験

に おい て,90%の 認識率を得てい る

[文献3]。 誤認識の主たる原因は,極

めて類似した文字の出現頻度が高いた

めである。

現在,出 現頻度が高 く誤認識し易い
``ba,,

,``pa',,``ha!,,に ついてオブジ図4基 本30子音に対する出現頻度
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エクト指向によるチベ ット活字辞書を作成し実験を行っている。本手法による認

識方法はこれ までの認識方法 とは異な り認識 しようとする文字の特徴に依存して

認識 プログラム本体を変更する必要がない。すなわち,オ ブジェクト指向文字辞

書は各辞書文字 とその文字の特徴を具備した認識メソッドから構成され,認 識候

補文字により異なった認識 メソッドが実行できる。

4.ま と め

木版刷チベ ット文献中の文字 自動認識において,文 字の切 り出しから認識 まで

を高精度化するためには文字の特徴情報を考慮する必要がある。そのため,文 字

そのものをオブジェクトと考え,オ ブジェク ト指向による方法を取 り入れた文字

の切 り出しおよび認識を行 う必要がある。例えば認識用の辞書 として,こ れ まで

の様に単にイメージデータとか構造情報を参照するだけでは精度の良い文字認識

は出来ない。そこで,各 辞書文字をオブジェク トと考え,オ ブジェクトにウェイ

トを置い た辞書作成を考え る ことに よ り,実 用的な認識システムの実現が図れ

る。

今後は,誤 認識し易い類似文字を取 り上げて,類 似文字特有の認識 メソッドを

検討し,文 字認識率の向上を目指して行きたい。
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